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演題 ： 院内「介護ミーティング」と調剤薬局の居宅療養管理指導

所属 ： イトウ内科クリニック

氏名 ： 伊藤 純子 先生
第80回全国臨床糖尿病医会学術集会 日時：2025年9月7日（日） 会場：第一ホテル両国５F 北斎

開業15年後くらいから自院の患者の高齢化が気になる

ようになりました。当院ではコメディカルがその日の担当

患者の診察を進めていく体制で患者と話す時間が比較

的長いためか、スタッフからも患者高齢化を危ぶむ声が

聞かれるようになりました。そのような状況で2021年にス

タッフが自発的に「介護ミーティング」を始めてくれました。

事務員を含む医師以外の全員が月1回午後の診察が

始まる前に集まって、介護が必要となってきた患者や認

知症の進行が疑われる患者をとり上げ対策を協議します。

ミーティング担当の看護師が各職種から気になる患者を

挙げてもらい取り上げる患者のリストを作り、カルテから

情報収集をします。医師から気になる患者をリストに追加

してもらうこともあります。

ミーティングでは患者の生活状況、家族関係、病状など

をもとに今後の対策が話し合われます。対策としては、次

回の診察に家族を呼ぶ、包括支援センターやケアマネー

ジャーに連絡する、病院の神経内科受診の段取りをする

などが多いです。ミーティングの結果は医師に報告され、

医師は事前に情報提供書を作成したり、あるいはなかな

か来院してくれない患者家族に電話したりといったことを

担当します。こうしたことを前もって行っておくことで診察

時はストレスなく対応でき、また早期より家族を巻き込ん

だ対策に繋がっています。

当院が認知症の進んできた患者への対応としてもう一

つ行っていることに、調剤薬局の「居宅療養管理指導」が

あります。患者宅へ薬を届けて服薬状況、薬の保管状況、

残薬の確認などを行ってもらいます。薬剤師は家族や訪

問看護師と相談しながら患者が間違いなく服薬できるよ

うに薬の設置方法や投薬方法を工夫してくれます。

薬剤師からは服薬状況のみならず、家に行くことで得ら

れる貴重な情報も提供されます。ある患者では冷蔵庫に

トルリシティ®が20本も発見され自己注射ができてないこ

とが分かりました。押し入れから古い未使用のインスリン

がたくさん出てきた患者もいました。

こうした訪問に対応する診療報酬には、医療保険では

「在宅訪問薬剤管理指導料」、介護保険では「（介護予防

*）居宅療養管理指導料」（*要支援1,2の場合）がありま

すが、訪問が必要な患者はほとんどが介護保険の利用

者であるため介護保険での算定となっています。原則的

には往診患者に対して行うものですが、通院患者にもお

願いしています。

当院で行っている高齢患者への取り組みをご紹介させ

ていただきました。コメディカルの協力でスムーズな対応

が取れていると感謝しております。
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